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1991年6月1日仏全

　
本
会
の
理
事
会
が
、
五
月
三
十
日
午
後
二
時
か
ら

東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
白
川
理
事
長
の
導
師
で
三
帰
依
文
を
唱
和
、
挨
拶

に
つ
づ
い
て
、
議
長
に
白
川
理
事
長
、
議
事
録
署
名

人
に
伊
藤
通
明
、
添
原
宏
朗
の
両
生
を
選
ん
で
議
事

に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
平
成
二
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

東京グランドホテルで開かれた理事会

承
認
を
求
め
る
件
」

　
白
川
理
事
長
よ
り
上
程
。
川
島
総
務
部
長
が
詳
細

を
説
明
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
平
成
二
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
白
川
理
事
長
よ
り
上
程
。
剛
山
財
務
部
長
が
説
明
。

つ
づ
い
て
師
田
諸
説
監
事
が
監
査
報
告
を
行
っ
た
後
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
三
号
「
事
務
総
局
人
事
の
件
」

　
白
川
理
事
長
よ
り
上
程
。
川
島
総
務
部
長
か
ち
、

臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
上
原
広
明
師
を
、
五
月
末
日
で

退
任
す
る
神
代
紹
文
財
務
部
次
長
の
後
任
に
当
て
た

い
旨
の
説
明
が
行
わ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
報
告
事
項

　
①
湾
岸
戦
争
難
民
・
被
災
民
救
援
募
金
に
つ
い
て

　
石
上
事
務
総
長
が
、
去
る
二
月
二
十
日
に
開
催
さ

れ
た
常
務
理
事
会
の
決
定
に
基
づ
き
、
現
在
行
わ
れ

て
い
る
救
援
募
金
の
現
況
、
及
び
本
会
が
実
施
し
た

加
盟
各
団
体
の
救
援
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

内
容
を
報
告
、
一
層
の
協
力
を
お
願
い
し
た
。

　
②
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
報
告

　
川
井
委
員
長
が
、
ネ
パ
ー
ル
の
現
況
を
報
告
し
、

中
断
し
て
い
み
マ
ヤ
堂
の
復
興
事
業
を
再
開
す
る
た

め
、
六
月
初
旬
に
も
現
地
調
査
を
行
う
予
定
で
あ
る

こ
と
を
説
明
し
た
。

　
③
事
務
総
局
各
部
報
告

　
各
部
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

　
去
る
五
月
二
十
日
午
後
一
時
か
ら
、
浄
土
宗
宗
務

庁
の
会
議
室
で
、
「
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
に
関
す
る
件
」

を
議
題
に
、
本
年
度
第
一
回
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　
最
初
に
川
井
委
員
長
か
ら
ネ
パ
ー
ル
の
現
況
に
つ

い
て
の
報
告
が
、
つ
づ
い
て
事
務
局
か
ち
工
事
中
断

よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
の
経
過
が
説
明
さ
れ
た
。
特

に
ネ
パ
ー
ル
文
部
省
の
次
官
タ
パ
氏
と
同
省
考
古
局

長
ア
マ
テ
ィ
ア
氏
が
来
日
し
た
際
の
折
衝
で
は
、
両

氏
と
も
本
会
が
今
秋
、
工
事
を
再
開
す
る
こ
と
に
賛

意
を
示
し
て
お
り
、
今
後
は
本
会
、
L
D
T
、
ネ
パ

：
ル
文
部
省
考
古
局
の
三
者
で
話
し
合
い
を
進
め
る

べ
き
だ
と
い
う
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。
ま
た
、
六
月
に
事
務
局
が
現
地
調
査
を
行
う

こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

　　

@
菅
野
主
事
退
職

　
五
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
、
十
九
年
間
に
亙
っ
て

事
務
総
局
の
経
理
事
務
を
担
当
さ
れ
て
き
た
菅
野
孝

江
さ
ん
（
財
務
部
主
事
）
が
、
ご
家
庭
の
事
情
に
よ

り
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
、
本
当
に
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。
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算決出歳入歳
四
謂
謂

　
　
　
ヨ
　
リ
ハ
リ
　

会
三
二
認

教
陽
畏
泓

　
　
ユ
　
ユ
　
　
レ

仏
認
m
9
1

本
金
金
金
金
金

日法
　
　
　
決

団
入
露
塵

財
歳
歳
畝

丁年二成平

歳入の部
科　　　　　　　　　　　　目 対　　予　　算

款 項 目 予　算　額 収入巨額 収入超過額 収入未済額 付　　　記

1．負　　担　　金 89，618，000 87，072，000 2，546，000

1．各宗派負担金 79，758，000 78，072，000 1，686，000

2。各団体負担金 9，860，000 9，000，000 860，000
2．寄　　附　　金 1，500，000 700，000 800，000

3．未納徴収金 1，500，000 917，000 583，000

4．基金果実 700，000 934，900 234，900
5．雑　　収　　入 3，300，000 3，450，652 150，652
6．繰　　越　　金 5，000，000 14，295，480 9，295，480

歳　　　　　入　　　　　計 101，618，000 107，370，032 5，752，032

歳出の部
科　　　　　　　　　　　　目

款 項 目 予　算　額 支出済額
○増　△減
ｬ　用　額 予算残額 付　　　記

67，060，000 66，345，548 714，452
1．人　　件　　費 49，110，000 48，924，231 185，769

1．事務総長手当 1，200，000 1，200，000 0

1．事務総局費

@，

2．憎憎俸給 24，840，000 24，766，501 73，499

3．諸　　　　給 19，020，000 18，931，663 88，337

4．厚　生　　費 2，500，000 2，476，067 23，933

5．退職積立金 1，550，000 1，550，000 0

2．事　務　　費 11，350，000 10，506，864 △　343，110 500，026

1．南向借室費 4，300，000 4，300，000 0

2．通　　信　　費 2，00，000 1，778，979 221，021

3．消耗品費 400，000 344，680 55，320

4．光　熱　　費 2，000，000 1，592，454 △　343，110 64，436 第3項へ流用
5．備　　品　　費 1，300，000 1，202，598 97，402
6．印　　刷　　費 1，000，000 994，214 5，786

7．諸　　雑　　費 350，000 293，939 56，061

3．旅　　　　費 3，000，000 3，343，110 0　343，110 0 第2項第4目より流用

4．関西事務局費 2，000，000 2，000，000 0

5．渉　　外　　費 1，600，000 1，571，343 28，657

2．総務部費 7，300，000 7，160，536 139，464

1。諸会議費 2，800，000 2，678，998 121，002

1．理事会費 1，200，000 1，174，061 25，939

2．評議員会費 400，000 400，000 0

3．諸会議費 1，200，000 1，104，937 95，063
2．共通事項処弁費 4，500，000 4，481，538 18，462

3．財務部費 2，400，000 2，162，902 237，098

1．調査研究費 2，400，000 2，162，902 237，098

1．調査研究費 700，000 603，276 96，724

2．税務対策費 1，700，000 1，559，626 140，374

4．同和推進部費 5，300，000 5，600，006 0　300，006 0

1．同和推進費 4，000，000 4，456，244 0　456，244 第2項より流用・第9款より充当

2．同和白白会費 1，300，000 1，143，762 △　156，238 0 第1項に流用
5．社会部費 10，500，000 10，374，448 125，552

1．組織強化費 4，500，000 4，403，434 196，566

1．組織強化費 1，000，000 903，917 96，083
2．国内仏教徒会議費 3，500，000 3，499，517 483

2．機関紙発行費 5，000，000 4，997，320 2，680

3．時局対策費 1，000，000 973，694 26，306

6．国際文化部費 4，100，000 4，082，674 17，326

1．国際運動費 3，600，000 3，582，714 17，286

1。WFB関係費 2，000，000 1，995，264 4，736
2．国際仏教交流費 1，000，000 991，728 8，272

3．国際渉外費 600，000 595，722 4，278

2。教化諸費 500，000 499，960 40

7。雑　　　　費 458，000 269，702 188，298

8．基本金繰入金 500，000 500，000 0

9．予　　備　　費 4，000，000 57，550 △　300，006 3，642，444 第4款第1項に充当

支　　　　　出　　　　　計 101，618，000 96，553，366 5，064，634

一3一
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i
中
間
発
表
－

　
一
九
九
〇
倉
入
月
二
日
、
イ
ラ
ク
軍
の
ク
ェ
ー
ト

侵
攻
で
始
ま
っ
た
湾
岸
戦
争
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
多

く
の
難
民
・
被
災
民
の
救
援
の
た
め
、
国
連
を
は
じ

め
と
し
て
、
各
種
の
民
間
団
体
、
宗
教
団
体
な
ど
、

世
界
中
の
人
々
が
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
て
い
る
。

　
本
会
に
お
い
て
も
、
去
る
二
月
六
日
の
理
事
・
評

議
貝
回
で
採
択
さ
れ
た
「
平
和
ア
ピ
ー
ル
」
に
基
づ

き
、
救
援
活
動
の
一
環
と
し
て
、
全
国
的
な
募
金
活

動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
去
る
四
月
十
七
日
、
本
会

加
盟
の
百
二
団
体
に
対
し
て
「
湾
岸
戦
争
に
関
す
る

加
盟
団
体
の
活
動
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
行
っ
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
こ
れ
ま
で
、
湾
岸
戦
争
難

民
・
被
災
民
救
援
活
動
が
各
加
盟
団
体
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
、
行
わ
れ
た
の
か
。
ま

た
、
活
動
を
行
う
上
で
の
問
題
点
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
参
考
と
す
べ

く
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
集
計
の
中
間
発
表
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
．

※
ア
ン
ケ
ー
ト
配
布
先

　
本
会
加
盟
宗
派
、
都
道
府
県
仏
教
会
、
各
種
団
体

百
二
団
体

※
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
団
体

　
三
十
三
団
体
よ
り
回
答
（
五
月
三
十
日
現
在
）

1
、
湾
岸
戦
争
に
関
す
る
声
明
文
（
ア
ピ
ー
ル
文
）

　
　
に
関
し
て

　
　
貴
団
体
は
、
湾
岸
戦
争
に
関
す
る
声
明
文
（
ア

　
ピ
ー
ル
文
）
を
採
択
し
ま
し
た
か
？

　
　
　
何
ら
か
の
形
で
ア
ピ
ー
ル
を
出
し
た
と
こ
ろ

　
　
　
　
一
六
団
体
　
　
　
　
　
　
五
〇
％

1
1
、
湾
岸
戦
争
に
関
す
る
募
金
に
つ
い
て

　
　
貴
団
体
は
、
湾
岸
戦
争
に
関
す
る
募
金
活
動
を

　
行
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
募
金
活
動
を
行
っ
た
と
こ
ろ

　
　
　
　
二
三
団
体
　
　
　
　
　
　
七
二
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
表
参
照
）

m
、
平
和
祈
願
法
要
に
つ
い
て

　
　
貴
団
体
は
、
平
和
祈
願
等
の
法
要
を
営
み
ま
し

　
た
か
？

　
　
　
平
和
祈
願
法
要
を
行
っ
た
と
こ
ろ

　
　
　
　
一
五
団
体
　
　
　
　
　
四
七
％

W
、
難
民
・
被
災
民
現
地
調
細
密
に
関
し
て

①
仏
教
界
が
難
民
・
被
災
民
現
地
調
査
団
を
構
成

　
し
、
現
地
へ
送
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
か
？

　
必
要
で
あ
る
　
　
　
一
九
団
体
　
五
五
％

　
必
要
な
い
　
　
　
　
一
〇
団
体
　
二
九
％

②
も
し
本
会
が
湾
岸
戦
争
の
難
民
・
被
災
民
現
地

　
調
査
団
を
構
成
し
た
場
合
、
貴
団
体
は
、
そ
の
調

　
査
団
に
参
加
し
ま
す
か
？

　
前
向
き
に
検
討
す
る
　
一
入
団
体
　
五
入
％

　
参
加
し
な
い
　
　
　
　
一
二
団
体
　
三
二
％

V
、
貴
団
体
に
お
け
る
他
の
難
民
・
被
災
民
救
援
活

　
　
動
に
関
し
て

　
　
貴
団
体
に
お
い
て
独
自
に
他
の
地
域
へ
の
難

　
民
・
被
災
民
救
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
難
民
・
被
災
民
救
援
活
動
を
し
て
い
る
団
体

　
　
　
　
一
四
団
体
　
　
　
　
　
四
四
％

仏教界の湾岸戦争に関する
　　　救援金一覧
　　（全日本仏教会以外への寄託金）

（5月30日現在）

宗派団体名 日　　　付 金額（円） 寄　　　　託　　　　先

曹　　　洞　　　宗 平成3年4月12日 40．000000 国連高等弁務官事務所
浄土真宗本願寺派 平成3年2月12日

ｽ成3年5月10日
10，000，000

P0，000，000

赤十字国際委員会
ﾔ十字国際委員会

浄　　　土　　　宗 平成3年3月29日
ｽ成3年4月24日

5，000，000

P5，000，000

国連高等弁務官事務所
遭A高等弁務官事務所

日　　　蓮　　　宗 平成3年3月4日 10，000，000 国連高等弁務官事務所

高野山真言宗 平成3年2月13日 2，000，000 日本赤十字社

天　　　台　　　宗・ 平成3年2月 30，000，000 国連高等弁務官事務所

真膏宗豊山派 平成3年4月10日 10．000000 日本赤十字社
孝　　道　　教　　団 平成3年2月19日

ｽ成3年3月7日
5，000，000

P，030，611
ユニセフ

?jセフ
浄土宗西山禅林寺派 10．000000 （検討中）

香川小仏教会 平成3年3月4日 2，000，000

P，000，000

ユニ・セブ（毎日新聞大阪本社事業部）
i検討中）

真　　　理　　　舎 50，000 国連高等弁務官事務所

日本仏教保育協会 平成3年3月11日 5，000，000 湾岸戦争難民救援自民党事務局

一4一
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救
援
金
集
ま
る
／

中
間
報
告

　
本
会
で
は
「
湾
岸
戦
争
に
対
す
る
全
日
本
仏
教
会

平
和
ア
ピ
ー
ル
」
に
基
づ
き
、
湾
岸
戦
争
難
民
・
被

災
民
救
援
活
動
の
一
環
と
し
て
、
加
盟
団
体
及
び
一

般
の
仏
教
徒
に
対
し
、
全
国
的
な
募
金
活
動
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
別
表
の
通
り
の

救
援
金
を
お
送
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
方
に
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
お
送
り
い
た
だ
き
ま
し
た
救
援
金
に

つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
掲
載
い
た
す
予
定
で
す
。

そぼ降る雨の中行われた
全国一斉托鉢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　救　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　民　　　　　　　　　　　　　　　　　　　災　　　　　　　　　　　　　　　　　被
　　　　　　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　　　民　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　争　　　　　　　戦　　　　　岸　　七草

（5月30日現在）

救援金（円）名体団

　　　20，000

　　　10，000

3，000，000

　　　10，000

　　　30，000

13，300，165

　　　100，000

　　　　50，000

　　　　50，000

　　　　22，000

　　　20，000

　　　30，000

　　251，065

2，234，075

宗
　
宗
　
宗

佛
　
十

念
　
佛

通
　
十

時
　
融
　
本

群馬県仏教連合会

栃木県仏教会
東京都仏教連合会

神奈川県仏教会

長野県仏教口

和歌山県仏教会

香川県仏教会
国際仏教興隆協会

舎
　
徒

理真

信般

その他仏事・市仏等

34，595，370計合

救援：金（円）名体団

1，000，000

1，000，000

1，000，000

1，000，000

1，000，000

1，000，000

1，000，000

1，000，000

5，000，000

1，000，000

1，000，000

　　100，000

　　10，000

　　100，000

　　30，000

曹　　　洞　　　宗

浄土真宗本願寺派

派
　
宗
　
宗

谷大
　
土
　
蓮

古一真
　
十

日

高野山真言宗

臨済宗妙心寺派

白糠
台天

真言宗智山派

真言宗豊山派
教真法念

真言宗善通寺派

真言宗御室派

真言宗泉涌寺派

真言宗国分寺派

一5一
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1991年6月1日仏全

i

i理全
i　日
i事歪

i　教
i長会

i白

i川

i良

i純

　
お
隣
り
の
韓
国
で
は
、
釈
尊
降
誕
会
（
仏
誕
節
）

が
国
民
の
祝
日
と
な
り
、
毎
年
旧
暦
で
祝
う
。
本
年

も
五
月
十
入
日
、
ソ
ウ
ル
市
内
を
流
れ
る
漢
江
沿
い

の
汝
　
島
大
広
場
で
、
韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
主
催

の
「
仏
心
二
五
三
五
年
仏
誕
節
」
が
、
数
万
人
置
信

者
を
集
め
て
盛
大
に
営
ま
れ
た
。

　
例
年
通
り
、
招
待
を
受
け
、
日
本
の
仏
教
界
を
代

表
し
て
こ
の
法
要
に
参
列
し
た
白
川
理
事
長
に
、
印

象
を
記
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

　
五
月
十
入
日
は
、
旧
暦
の
四
月
五
日
に
当
り
、
韓

国
で
は
、
仏
誕
節
と
し
て
、
記
念
の
大
法
会
が
行
わ

れ
、
提
燈
行
事
も
催
さ
れ
る
の
で
、
日
本
か
ら
も
是

非
参
加
し
て
欲
し
い
と
、
ご
案
内
が
届
け
ら
れ
た
。

　
昨
年
秋
、
世
界
佛
教
徒
大
会
が
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ

れ
、
た
い
へ
ん
ご
厄
介
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
御
礼

も
か
ね
て
、
国
際
文
化
部
の
久
米
原
部
長
と
木
内
次

長
と
理
事
長
の
私
が
、
大
法
会
に
参
列
さ
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
っ
た
。

　
十
六
日
、
日
本
航
空
九
五
三
便
で
、
午
後
二
時
、

金
浦
空
港
に
着
く
と
、
韓
日
仏
教
文
化
交
流
協
議
会

理
事
の
郭
湊
錯
さ
ん
と
韓
国
仏
教
宗
親
協
議
会
事
務

局
長
の
朴
紅
炉
さ
ん
が
出
迎
え
に
来
ら
れ
て
い
て
、

新
羅
ホ
テ
ル
に
案
内
し
て
頂
い
た
。

　
十
七
日
午
前
十
一
時
、
韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
の

事
務
局
に
表
敬
訪
問
を
さ
せ
て
頂
い
た
。
事
務
総
長

の
李
泓
波
師
初
め
各
宗
団
の
代
表
者
の
方
々
に
お
目

に
か
か
る
こ
と
が
で
き
た
。
息
急
宗
の
総
務
院
長
の

徐
義
玄
師
も
お
忙
し
い
中
、
私
達
が
来
た
と
い
う
こ

と
を
聞
か
れ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
ご
あ
い
さ
つ
に
来
ら
れ
た
。

　
韓
国
仏
教
窪
窪
協
議
会
は
、
曹
漢
宗
、
太
古
宗
、

天
台
宗
、
真
覚
宗
、
観
音
宗
を
初
め
、
二
十
六
の
宗

匠
の
連
合
体
で
、
曹
面
面
の
側
に
あ
る
ビ
ル
の
中
に

事
務
局
を
構
え
て
お
り
、
「
百
家
の
異
課
を
和
し
、
一

味
の
仏
教
に
帰
せ
し
め
る
」
こ
と
を
標
榜
し
た
元
暁

の
精
神
を
う
け
継
い
で
、
多
く
の
教
団
の
融
和
を
は

か
り
、
韓
国
仏
教
の
発
展
に
尽
し
て
い
る
こ
と
を
ひ

し
ひ
し
と
感
ぜ
し
め
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
日
は
、
・
仏
誕
節
の
前
日
で
あ
り
、
各
面
団
の

代
表
者
が
集
ま
っ
て
打
合
せ
を
し
、
盧
泰
愚
大
統
領

に
あ
い
さ
つ
を
し
て
来
ら
れ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

す
で
に
お
名
前
を
上
げ
た
方
の
外
に
、
天
台
宗
の
田

無
徳
師
、
真
覚
宗
の
金
野
浩
師
、
三
論
宗
の
金
泰
鉱

師
や
、
実
業
家
で
外
野
者
の
崔
正
洛
氏
が
歓
談
に
加

わ
っ
て
下
さ
っ
た
。
崔
氏
は
わ
れ
わ
れ
の
ソ
ウ
ル
滞

在
中
、
自
動
車
を
さ
し
む
け
て
便
宜
を
計
っ
て
下
さ

っ
た
。
感
謝
に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
る
。

　
反
政
府
デ
モ
の
話
も
出
て
「
日
本
の
学
生
た
ち
は

ど
う
か
」
と
聞
か
れ
、
か
つ
て
の
学
生
運
動
の
激
し

さ
を
思
い
起
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
家
庭
の
し

つ
け
な
ど
は
、
韓
国
の
方
が
厳
し
い
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
が
、
教
育
の
問
題
は
、
ど
こ
の
国
で
も

頭
の
痛
い
こ
と
で
あ
る
。

　
お
互
に
贈
答
の
品
々
を
取
り
交
わ
し
た
が
、
立
派

な
お
品
を
頂
き
恐
縮
し
た
。
丁
度
、
お
昼
時
に
な
っ

た
の
で
、
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
韓
国
料
理
を
ご
馳

走
に
な
っ
た
。

　
十
入
日
は
、
い
よ
い
よ
仏
誕
節
の
日
で
あ
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
「
仏
紀
二
五
三
五
年
祈
願
大
法

会
、
日
時
・
五
月
十
入
日
午
後
六
時
置
場
所
・
汝
　

島
特
設
法
会
場
」
と
掲
示
さ
れ
、
内
容
は
、
「
献
花
、

礼
仏
、
祝
願
文
、
般
若
心
経
、
奉
祝
辞
、
法
語
、
普

賢
行
願
、
祈
願
文
、
四
弘
誓
願
」
等
と
記
さ
れ
て
い

た
が
、
例
の
デ
モ
の
ピ
ー
ク
に
ぶ
つ
か
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
心
配
か
ら
、
時
間
を
短
縮
し
て
、
ト
ラ

ブ
ル
を
避
け
た
い
と
い
う
当
事
者
の
配
慮
に
よ
り
、

用
意
し
て
持
っ
て
行
っ
た
祝
辞
を
読
む
時
間
が
な
か

一6一
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つ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
が
、
李
高
波
事
務
総
長
に

文
面
を
お
渡
し
し
て
、
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
お
伝
え

し
た
次
第
で
あ
る
。

　
会
場
は
、
汝
　
島
と
あ
る
よ
う
に
、
ソ
ウ
ル
を
縦

断
し
て
い
る
漢
江
の
中
に
あ
る
島
で
あ
る
が
、
そ
の

中
に
国
会
議
事
堂
や
テ
レ
ビ
局
も
あ
っ
て
、
か
な
り

の
ス
ペ
ー
ス
を
も
っ
た
枢
要
の
地
で
も
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。

　
広
場
は
、
八
十
万
人
が
集
ま
れ
る
ほ
ど
で
、
広
い

大
き
な
演
壇
に
は
、
釈
尊
の
御
絵
像
が
掲
げ
ち
れ
、

壇
上
に
は
百
人
ほ
ど
の
各
団
体
代
表
の
僧
俗
が
居
並

ん
だ
。

　
演
壇
と
聴
衆
の
間
も
五
十
メ
ー
ト
ル
程
あ
り
、
最

仏
誕
節
祭
壇
遠
景

後
に
そ
こ
で
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
提

燈
行
列
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。

　
今
年
は
デ
モ
騒
ぎ
の
た
め
、
例
年
よ
り
参
加
者
が

少
な
い
と
い
わ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
日
本
で
は
一

か
所
で
こ
れ
程
大
き
な
規
模
の
花
ま
つ
り
は
行
わ
れ

た
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
韓
国
で
は
仏
誕
節
の
日

は
国
家
の
祝
日
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
国
家
的
な
大

行
事
と
い
っ
て
も
差
支
え
な
い
わ
け
で
、
わ
れ
わ
れ

か
ら
み
れ
ば
、
ま
こ
と
に
羨
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
午
後
入
時
、
法
要
終
了
後
、
李
泓
波
師
の
ご
招
待

で
夕
食
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
が
、
重
ね
重
ね
の
歓
待

で
、
実
に
恐
縮
に
堪
え
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
仏
教
の
日
本
伝
来
は
、
百
濟
の
仏
教
が
ま
ず
最
初

撫
此
．

会
場
に
て
（
右
側
が
白
川
理
事
長
）

で
、
そ
の
恩
義
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
そ

し
て
、
高
句
麗
仏
教
、
新
羅
仏
教
と
と
も
に
、
中
国

大
陸
の
仏
教
が
同
じ
経
路
で
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
事

実
を
思
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
も
っ
と
緊
密
に
連
繋
を

保
っ
て
、
仏
教
の
興
隆
を
目
指
し
、
世
界
平
和
の
た

め
に
寄
与
す
る
心
が
ま
え
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
幸
い
、
日
韓
仏
教
文
化
交
流
協
議
会
が
結
成
さ
れ

て
お
り
、
か
か
る
意
味
合
い
に
お
い
て
、
大
変
有
意

義
な
運
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
我
々
と
し
て
も
充

分
な
る
支
援
体
勢
を
構
築
す
べ
く
、
努
力
し
て
行
く

所
存
で
あ
る
。宗

団
協
議
会
事
務
局
に
て
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第
九
回

［
　
　
1

入
月
二
十
二
日
、
高
野
山
で

　
第
九
回
全
日
本
仏
教
会
囲
碁
大
会
は
、
左
記
の

通
り
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
参
加
希
望
の
方
は
、
本
会
国
際
文
化
部
ま
で
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

日
　
　
時

会
　
　
場

参
加
資
格

入
月
二
十
二
日
㈱
～
二
十
三
日
働

高
野
山
金
剛
峯
寺

本
会
加
盟
団
体
所
属
の
僧
侶

参
加
費
　
一
万
二
千
円
（
宿
泊
費
・
懇
親
会
費
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
品
代
を
含
む
）

競
技
方
法
　
①
次
の
ク
ラ
ス
を
選
択
す
る
。

　
　
　
　
A
（
五
段
以
上
）
、
B
（
三
・
四
段
）
、

　
　
　
　
C
（
初
・
二
段
）
、
D
（
一
級
以
下
）
、

　
　
　
　
E
（
五
級
以
下
）

　
　
　
　
　
②
オ
ー
ル
互
先

問
い
合
せ
　
本
会
国
際
文
化
部
ま
で

1
1
事
務
総
局
人
事
1
1

財
務
部
次
長
　
神
代
紹
文

財
務
部
主
事
　
菅
野
孝
江

財
務
部
次
長
　
上
原
広
明

655
13131

新退退
任口任

美（
亦
P
務
《
局
儲
録
醐
事
≦

　
一
六
月
－

　
三
日
　
本
門
寺
落
慶
式
参
列

　
九
日
法
律
相
談
室

十
六
～
十
九
日
　
韓
国
花
ま
つ
り
参
列

十
七
日
　
監
査
会

　
　
　
　
　
一
九
九
一
年
六
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
号
　
第
三
六
九
号

　
二
＋
日

二
＋
一
日

二
＋
二
日

二
＋
三
日

二
＋
七
日

三
＋
日

局
内
会
議

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

同
和
委
員
会
正
副
委
員
長
会
議

日
宗
連
理
事
会

法
律
相
談
室

局
内
会
議

理
事
会
（
東
京
）

麻
生
　
恵
光
（
元
全
盲
評
議
貝
）

五
月
七
日
、
七
十
一
歳
で
遷
化

高
野
山
真
言
宗
宗
機
顧
問

発
行
人
　
石
　
上
　
智
　
康
　
　
発
行
所
　
財
団
法
人
　
全
　
日
　
本
　
仏
　
教
　
会

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　

○
仏
旗
（
大
）
た
て
1
4
㎝
よ
こ
2
1
㎝
四
五
、
○
○
○
円

○
仏
土
（
中
）
た
て
9
0
㎝
よ
こ
鵬
㎝
一
七
、
○
○
○
円

○
仏
旗
（
小
）
た
て
7
0
㎝
よ
こ
㎜
㎝
一
三
、
○
○
○
円

○
手
旗
　
　
た
て
3
5
㎝
よ
こ
5
0
㎝
　
八
、
○
○
○
円

○
法
輪
旗
　
　
た
て
9
0
㎝
よ
こ
鵬
㎝
一
〇
、
○
○
○
円

お
申
し
込
み
は
全
日
本
仏
教
会
財
務
部

班
▼
．
㍗
◆
拳
◆
毒
◆
．
幸
◇
，
言
◇
毒
◇
、
号
◆
．
呂
－
．
◆
二
軍
◆
塾
◆
も
◆
．
．
畢
◆
辱
◆
、
拳
◆
睾
◎
．
毒
◆
諺

φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

ψ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭
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寺院用具
浅草通り五鳳会加盟店

東京都台東区寿2一田一9（地下鉄田原町駅前）

　　　電　話　　代表（3841）4965

轡φψ・ひ“◇ψ・ひ“○轡・ひψ・ひ瀞φか→・州ゆ・刷・ひ禰・ひ砂・●・“φψ→・ψrひ

r
奪
◇
塾
◆
考
◆
郵
◇
毒
◆
毒
◆
皐
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
琴
◆
象
◆
≒
6
毒
◆
ち
◆
睾
◆
㌧

　
〒
一
〇
五
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四

　
　
　
　
　
電
話
〇
三
（
三
四
三
七
）
九
二
七
五
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